
□省エネ対策□ユニバーサルデザイン □防災・安全、耐震
基本方針：主な市⺠活動スペースを1階に配置し、安全で使 基本方針：主な市⺠活動スペースを1階に配置し、安全で使
いやすい施設計画としている。

 階段：⼀般利⽤する階段については、⾼齢者、障害者の⽅
でも昇り降りしやすい安全な設計としている。
傾斜路：施設内は段差のない構成としている。

 広い敷地を活用し、大部分を平屋建てで構成しており、万一
の際にも、容易に避難が可能となるよう随所に外部への出入
口を設けている。

 各部屋からも十分な避難路が確保できるよう多⽅向、かつで

 ⾃然エネルギーの利⽤：
中庭による自然通風・自然採光

 エネルギー資源の有効活用：
節⽔型衛⽣器具、⾼効率ヒートポンプエアコン

でも昇り降りしやすい安全な設計としている。
 傾斜路：施設内は段差のない構成としている。
 トイレ：オストメイトや手摺等の設置はもちろん、子供連
れの利⽤者にも使いやすい設備としている。また多⽬的ト
イレは分かりやすい箇所に２ヶ所設置している。

 各部屋からも十分な避難路が確保できるよう多⽅向、かつで
きるだけ日常動線が避難動線としている。

 災害が発生した場合、⼤きな収容能⼒を持ち、予備電源など
の防災設備を備えており、避難場所としても有効に機能する。
各施設の規模・特徴に応じた構造形式を採用

節⽔型衛⽣器具、⾼効率ヒートポンプエアコン
 エネルギー損失の低減：

昼光センサー、LED照明、全熱交換器
 エコ素材：

⽊材利⽤、⾃然素材、再⽣素材
イレは分かりやすい箇所に２ヶ所設置している。

 カウンター類：⾞椅⼦利⽤者にも利⽤しやすい⾼さとして
いる。

 廊下：主要な動線は有効幅を1500mm以上としている。
 サイン：誰もが視認しやすい分かりやすいサイン計画とし

 各施設の規模・特徴に応じた構造形式を採用
・ホール：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造
・公⺠館･こども施設：鉄⾻造

⽊材利⽤、⾃然素材、再⽣素材
 空調負荷の低減：

庇による日射遮蔽、ペアガラス

財源計画

 サイン：誰もが視認しやすい分かりやすいサイン計画とし
ている。

財源計画

事業費28億9千5百万円の約50%が国からの交付

事業費 2,895,000千円の財源内訳
（単位：千円）

事業費28億9千5百万円の約50%が国からの交付
金になります。
また、残りの約47%に合併特例債を充当するこ
とで、その内の約33%が交付税として市に算入
されます。

合併特例債
社会資本整備総合交付金
（都市再生整備事業） 1,395,107

されます。
従って、実質的な市負担額は、全体の約17％と
なり、大変有利な事業展開が可能です。

1,426,466 交付税基準財政需要額に加算 市負担
約50% 976,573 418,534

約33% 約14%

今後の予定

県貸付金（市負担） 約3%73,427

今後の予定

 平成27年12月契約（予定） 平成29年7月竣工（予定）
（注）進捗によっては冬期間や観桜会による工事中断が想
定されます。

 供用後の施設がより使い勝手がよくなるように、施設の名
称の検討のほか、利用上のきまりや制限等のルールづくり、
利用料金など、施設を利用される方が気軽に利用できるた
めの管理運営の検討も同時に進めます。めの管理運営の検討も同時に進めます。

（仮称）厚生産業会館実施設計（概要版） P. ４


